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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　This　research　is　built　on　the　information　offer　system　for　reusing　unnecessary　articles　for　the　purpose　of　crea－
ting　a　recycling　society　in　Okayama　University．　This　system　can　perform　the　registration　on　the　web　of　for
unnecessary　goods，　perusal，　and　references．　This　report　mainly　describes　the　outline　of　a　recycling　information
offer　system，　the　feature，　composition，　and　its　employment．　The　feature　of　this　system　is　that　all　of　intramural
members　can　check　their　registration　by　a　terminal　unit，　unlike　other　information　offer　system　such　as　docu－
ments　or　complicated　nationwide　viewable　web　sites．　Moreover，　anyone　can　register　the　staff　of　their　school．
　By　using　this　system，　the　most　important　and　usefu1　effects　（Reuse）　include　waste　managements　and　loss　in
quantity　（Reduce）．　Moreover，　data　can　be　obtained　when　recycling　waste　（Recycle）．　This　type　of　system　can　be
utilized　as　an　important　information　system　as　an　effective　use　of　not　only　unnecessary　goods　in　a　university　but
also　goods　between　students，　and　communities　outside　the　university．
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1．緒　言
　循環型社会構築が叫ばれている現在，身の回りで
発生する不要物品は，有効に再利用されているだろ
うか。
　学内における不要備品の有効利用に関しては，発
生した部局の分任物品管理官が「物品の管理換えに
ついて（照会）」の文書を各部局に送付して有効利
用を図っているが，その情報が各教官，各研究室等
に周知されていない場合も多く，比較的高額の備品
に限定されているのが現状である。また全国規模の
システムとして国立学校財務センターの「教育研究
用機器再利用情報提供事業」として不要物品の情報
提供するシステムが稼働しているが，殆ど知られて
いなく，あまり利用されていない現状である［lj。
　そこで，身近な学内における廃棄物の抑制と物品
の有効利用を目的に，有効利用を希望する物品の登
録，閲覧等が行えるWEB　「リユース情報提供シス
テム」の開発を行い，構築した。ここでは，本シス
テムの内容と開発したプログラムの特徴等について
紹介する。
2．システムの概要
本システムの概要をFig．1に示した。
1．対象とする物品は，公費で購i入した物品で（私
　　費で購入した物品は除く），備品あるいは購入
　　価格5．万円以上の消耗品とする。
2．登録できる物品は，．使用可能なもので無償で提
　　供できるものとする。
3．登録者は，岡山大学の教職員に限定する。登録
　　者は，予め物品供用官と物品管理官（事務担当
　　者）から登録する許可を得る。
4．登録内容についての責任は，登録者が負う。
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5．登録物品の譲り受けを希望する者は，登録者と
　　直接交渉する。
　交渉が成立した場合は，管理換え等の手続きを登
録者及び譲り受ける者の責任で行う。
　詳しい内容，利用方法及び利用上の注意について
は，WEBページ
http：／／www．okayama－u．ac．jp／user／ace／reusenet／reusenet．html
をご覧頂き，該当するものがあれば是非登録して頂
きたい（学内限定）。
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Fig．1　Outline　of　Reuse　lnformation　Offer　System
3．システムの設計
　本システムは学内の利用者が誰でも利用できる必
要がある。また，備品の管理換え等の事務的手続き
を重視するあまりに，利用方法が複雑になったり，
形式的で使いにくいものとなってはならない。ネッ
トワークによって誰でも使えて，データベースの運
用や画像処理，メール送信などの必要な機能を組み
込むには，WWW（World　Wide　Web）が適当である。
WWWサーバとしては，　IIS（Microsoft　Internet
Information　Server）やApacheが考えられるが，
Apacheの方がIISよりもウイルスやアタックの影響
を受けにくい傾向がある。また，Apacheはフリーソ
フトであり，UNIXやWindowsのプラットフォーム
で運用することができる上，モジュールにより機能
を拡張することが容易である［2】。CGI（Common
Gate　Interface）のプログラミング言語としては，
Perlを使用した。　Perlはフリーのインタープリタ言
語であり，UNIXはもちろんWindowsやMacOSでも
利用することができる上，高機能であり，こちらも
モジュールにより容易に機能を拡張することができ
る。ApacheとPerlで運用するCGIであれば，今後シ
ステムを他に移植する場合にも好都合である。なお，
CGIによる日本語変換はjcode．p1［3】を，フォームデ
コード処理はcgi－lib．pl　14】を使用した。
4．1　メインページ
　Fig．2に示すメインページに登録リストが表示さ
れる。多数の登録物品を毎回全て表示したのでは，
ファイル転送量が増加してサーバやネットワーク，
ブラウザの負荷が大きくなり，パフォーマンス低下
の原因となる。このため，登録リストを設定した個
数ごとのページに分割して表示するようにした。ま
た，本システムでは物品の写真を貼付することがで
きるが，リスト表示のときに大きなサイズの写真フ
ァイルを転送したのでは，これも負荷の原因となる。
このため，リスト表示ではサムネイルを表示し，この
サムネイルをクリックするとオリジナル画像を表示
するようにした。サムネイルは画像アップロード時
に作成している。
　登録リストの中にはすでに引取先が決まったもの
があるが，このような物も相変わらず問い合わせを
受けたのでは，提供者は非常に煩わしい。このため，
引取先の決まった物については，他のものと容易に
区別ができるようにしておく必要がある。これは背
景色をグレーに変えるとともに，赤文字でく交渉済
み〉の表示をして容易に判別できるようにした。
　また，ここには利用上の注意，登録，修正／削除／
交渉成立，検索，環境管理センターへのリンクがあ
る。
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Fig．2　Main　page
4．2　登録
　Fig．3に示す登録画面で提供物品の品目，メーカ
ー名・型式，数量，提供者，等々必要な情報を入力
して登録する。登録物品にはパスワードを登録して
おき，後で登録者自身が内容の修正，削除ができる。
ここで，貼付写真の処理としてファイルアップロー
ド後にサムネイルを作成しているが，この処理は
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ImageMagickのPerlのライブラリである
Image：：Magickモジュールを使用した。
ImageMagickもフリーソフトであり，　Windowsの他
にもUNIX，　LINUXなどUND（一likeな環境で利用でき
るため好都合である。まず，Get（’width’，’height’）
により，画像ファイルの表示サイズを取得し，この
サイズが規定の大きさ以上であれば，Resize
（width＝〉＄x，height＝〉＄y）によりサムネイルを作成し
て元画像とともにimgフォルダにセーブしておく。
ファイル名は，登録番号から付番される。
　　登録処理が完了したらアクセスログに書き出す
とともに，システム管理者と登録者に登録処理を実
行した旨のメールを送る。メール送信には，Per1の
Net：：SMTPモジュールを使用した。【5】
　なお，本システムでは物品登録時にメーカー名，
数量などの他に登録の了解確認の入力を求めている
が，これは本システムで扱う物が公費で購入した物
品であるため，物品の管理責任者の承諾を得ておく
必要があるためである。物品供用官もしくは物品管
理事務担当者について承諾済みのチェックがなけれ
ば登録できない。また，提供者自身の情報について，
希望者が連絡を取るためには氏名，所属，連絡先等
を公開する必要があるが，連絡先の公開については，
迷惑メールやウイルスの感染活動に利用される可能
性があるため注意が必要である。個人情報について
は，インターネットオークションのように個人登録
をしておき，そのID番号のみを一般公開する方式も
考えたが，本システムの公開範囲が学内に限定して
いることもあり，個人登録方式は採用しなかった。
今後の状況により，個人登録方式に移行することも
検討している。
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4．3　修正！削除1交渉成立
　登録した内容については，登録者自身が修正や削
除を行うことのできる必要がある。ここでは，
Fig．4に示す画面で登録番号とパスワードを入力し，
処理の内容として，修正，削除，交渉済み及び交渉
済み解除を選択して実行する。修正の処理では，該
当の登録情報を登録画面に呼び出して登録番号以外
の全ての内容を修正することができる。
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Fig．3　Registration　page
4，4　検索
　Fig．5に検索画面を示す。登録されている物品の
品名，型式，説明の項目について，半角スペースで
区切って入力した複数のキーワードをandもしくは
orにより検索するようにした。キーワードにヒット
する登録は，全てを一覧表示する。英文字について
は大文字／小文字の曖昧さを排除するため，すべて
を小文字に変換してからパターンマッチを実行して
いる。
　なお，現在は登録済みの物品についてのみ検索を
行っているが，今後の予定として予約検索の機能も
検討している。これは，必要な物品が登録されてい
ない場合に，予めほしい物品のキーワードを登録し
ておき，その後該当する登録があった場合にメール
等で通知する機能である。
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Fig．5　Search　page
4．5　管理者モード
　Fig．6はシステム管理者のモードである。システ
ム管理者が登録の管理を行うために，登録された物
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品について，WEB画面から公開／非公開，交渉済
み／交渉済み解除，削除ができるようにした。それ
ぞれの登録について，処理内容の各チェックボック
スにチェックをして実行することで，そのページ内
の登録について一括処理をすることができる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もnt渇の雨戸も彦uaew脚岬．“Fmo魏隔黛・煎輸；疑』雌翻鰹誓二三拶聯㌧・》．恥』』．働餐遷
ア胆鱒一『一一一一一一一一一一一一一一ヨ鵡鱒、．鱒．雪
リユース情鞭提供システム管理者モード
二、粛　‘’，畠目口∴「二」』L「［．．．△．1　匡鑑■二一重垂邑　戯鵡
監婦書号＝2【rc7ms　r・鼎ら〉／「懸．画こす5／r’鵜】「1　’　』』?
　　　1■誕幽晦無…鵬
　　　　　　ガ　のニ　こタコ　　　　　　　ぐニ　轍騨購山隠繍嘘　雛慧・，騰謬
』■■■■■■糠＝雫賠鍛緻・
藍Rt号＝1　［　、．闇．「IE＿M＝で㌻　／9』乏賎似「未成釦こすb｝、　「圏隔1防1
　　　　　　品目：］ンビューター（2入酬）　　　　　　メーη一名．蝋：　P㎜　Me［ntosh　t限量＝1＞　　　　　　t額：200000円儒得年月：2伽辱12即　　　　　　撮併者；環境大厩｛■）・キeウ5醒ユウ♪　　　　　　所属部局＝環墳管週セ｝ター　　　　　　内縁書号＝7279　　　　　　E’nyell：an．　　　　　　登砕日＝2［［rea6／26σ㎞IT531
　　　　　　HDOIca8Sモリー＝125M85の主な優用盾を記入して下さい。　　　　　　また矧こ廼労崔急ぐ胎ま，「H15年8月までに処分予定」などと日肘己して下さしt
一1！E12」．kSwtd
vapm．　．　rrrr－wwFig．6　Mode　for　system　administrator
　本システムに提供物品が登録されると，非公開の
状態でシステム管理者にメールが送られてくる。管
理者はこのページから登録内容を事前に確認し，登
録内容に不備がなければ公開の操作を行うことによ
り，登録リストー覧に表示される。ここでも登録リ
ストは指定した個数ごとにページに分割して表示す
るようにした。また，管理者が公開／非公開の判別
を容易にするため，非公開中の登録については背景
色を変えて表示している。管理者モードではhttp認
証により利用者認証をおこなっているため，管理者
のみがこのページにアクセスできる。
4．6　その他の機能
　物品の公開期問は3ヶ月とし，引取先の決まらな
い物品についてもこれを経過した登録は自動的に削
除するようにした。経過時間の割り出しには，
Time：：Loca1モジュールのtimeloca1関数を利用してい
る。これはlocaltime関数とは逆に，秒，分，時など
をtime値に戻す関数であり，各登録についてその登
録日時と現在の日時をtime値で比較している。この
PerlスクリプトはWindows　XPのATコマンドにより
毎日実行され，公開期間の過ぎた登録を削除する。
削除された登録については，登録者に削除された旨
をメールで連絡する。
　また，本システムにアクセスした記録は，その処
理内容とともにアクセスログに記録している。
5．システムの構成と運用
　本システムはDOS／VパソコンにWindows　XP
Professionalをインストールしたプラットフォームで
運用している。計算機ハードウエア，ソフトウエア
の環境は下記のとおりである。
CPU　1　Cerelon　1．7GHz
　メモリー：DDR－SDRAM　512MB
ハードディスク：40GB
　O　S　1　Windows　XP　Professional
Perl　：　ActivePerl－5．8．0．804MSWin－32－x86
画像処理：ImageMagic－5．5．4
httpd　：　Apachel．3．27－win32－x86
また，ファイル構成は次のとおりである。
ApacheRoot（Folder）
　DocumentRoot（Folder）
　　header．pl　reuse．pl　toroku．pl
　　regist．pl　modl．pl　mod2．pl
　　search．pl　jcode．pl　cgi－lib．pl
　　reusenet．html　help．html
　　mod．html　search．html
　　admin（Folder）
　　　admin．pl　admin2．pl
　　img（Folder）
　　lock（Folder）
reuse－log（Folder）
　　list．lst　regist．log
　　delete．log　access．log
　　cron．pl　cron．bat
6．おわりに
　21世紀に我が国が持続的発展を実現するために
は，従来の経済システムから脱却し，循環型社会の
形成を急ぐ事が最大の課題である［61。この循環型経
済システムの構築に向けて，身近な問題から取り組
んだ本システムを有効に活用して頂くことにより，
不要物品の再利用（Reuse）及び廃棄物の減量
（Reduce）をすることだけでなく，廃棄物の再資源
化（Recycle）を行ううえでの資料となると考える。
　ここで紹介したこのようなシステムは教職員を対
象とした不要物品のみでなく，学内の学生間，ある
いは学外の地域社会においても重要な情報源として
様々な分野で有効に利用されることが望まれる。
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